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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリ
ンク制御情報を検出する検出部と、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされたＰＤＳＣＨでトランスポートブロ
ックを受信し、
　第１の値を示す情報を含むシステムインフォメーションブロックを受信し、
　第２の値を示す情報を、ＰＵＣＣＨに対するアイデンティティの値を示す情報と共に受
信し、
　ｅＰＤＣＣＨセットに対する第３の値を示す上位層の情報を受信する受信部と、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出され、且つ、前記第２の値が設定され
ていない場合には、少なくとも前記第１の値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定し、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出され、且つ、前記第２の値が設定され
ている場合には、少なくとも前記第２の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定し、
　前記ｅＰＤＣＣＨセットにおける前記ｅＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出さ
れた場合は、前記第２の値が設定されているか否かにかかわらず、前記下りリンク制御情
報を検出した前記ｅＰＤＣＣＨセットに対する前記第３の値と、前記下りリンク制御情報
に含まれる情報ビットによって示される値と、前記ｅＰＤＣＣＨの受信に用いられるアン
テナポートの番号に基づいて算出される値とに少なくとも基づいて前記ＰＵＣＣＨリソー
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スを決定する決定部と、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされた前記ＰＤＳＣＨを介して受信され
た前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記決定されたＰＵＣＣＨリ
ソースで送信する送信部と、を備える
　ことを特徴とする端末装置。
【請求項２】
　前記端末装置は、更に、前記ＰＵＣＣＨに対する前記アイデンティティの値が設定され
ている場合は、前記ＰＵＣＣＨに対する前記アイデンティティの値に基づいて、前記ＰＵ
ＣＣＨと共に送信される参照信号を生成し、
　前記ＰＵＣＣＨに対する前記アイデンティティの値が設定されていない場合は、物理レ
イヤセルアイデンティティに基づいて、前記ＰＵＣＣＨと共に送信される前記参照信号を
生成する生成部を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記第１の値を示す情報は、複数の端末装置に対して共通であることを特徴とする請求
項１または2に記載の端末装置。
【請求項４】
　基地局装置であって、
　ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリ
ンク制御情報を送信し、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされたＰＤＳＣＨでトランスポートブロ
ックを送信し、
　第１の値を示す情報を含むシステムインフォメーションブロックを送信し、
　第２の値を示す情報を、ＰＵＣＣＨに対するアイデンティティの値を示す情報と共に送
信し、
　ｅＰＤＣＣＨセットに対する第３の値を示す上位層の情報を送信する送信部と、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が送信され、且つ、前記第２の値を示す情報
が送信されていない場合には、少なくとも前記第１の値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを
決定し、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が送信され、且つ、前記第２の値を示す情報
が送信されている場合には、少なくとも前記第２の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソース
を決定し、
　前記ｅＰＤＣＣＨセットにおける前記ｅＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が送信さ
れた場合は、前記第２の値を示す情報が送信されているか否かにかかわらず、前記下りリ
ンク制御情報を送信した前記ｅＰＤＣＣＨセットに対する前記第３の値と、前記下りリン
ク制御情報に含まれる情報ビットによって示される値と、前記ｅＰＤＣＣＨの送信に用い
られるアンテナポートの番号に基づいて算出される値とに少なくとも基づいて前記ＰＵＣ
ＣＨリソースを決定する決定部と、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされた前記ＰＤＳＣＨを介して送信され
た前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記決定されたＰＵＣＣＨリ
ソースで受信する受信部と、を備える
　ことを特徴とする基地局装置。
【請求項５】
　前記受信部は、
　前記アイデンティティの値を示す情報が送信されている場合は、端末装置が前記アイデ
ンティティの値に基づいて生成した参照信号を受信し、そして、前記参照信号に基づいて
前記ＰＵＣＣＨの復調処理を行い、
　前記アイデンティティの値を示す情報が送信されていない場合は、前記端末装置が物理
レイヤセルアイデンティティの値に基づいて生成した前記参照信号を受信し、そして、前
記参照信号に基づいて前記ＰＵＣＣＨの復調処理を行う
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　ことを特徴とする請求項４に記載の基地局装置。
【請求項６】
　前記第１の値を示す情報は、複数の端末装置に対して共通であることを特徴とする請求
項４または５に記載の基地局装置。
【請求項７】
　端末装置に用いられる無線通信方法であって、
　ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリ
ンク制御情報を検出し、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされたＰＤＳＣＨでトランスポートブロ
ックを受信し、
　第１の値を示す情報を含むシステムインフォメーションブロックを受信し、
　第２の値を示す情報を、ＰＵＣＣＨに対するアイデンティティの値を示す情報と共に受
信し、
　ｅＰＤＣＣＨセットに対する第３の値を示す上位層の情報を受信し、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出され、且つ、前記第２の値が設定され
ていない場合には、少なくとも前記第１の値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定し、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出され、且つ、前記第２の値が設定され
ている場合には、少なくとも前記第２の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定し、
　前記ｅＰＤＣＣＨセットにおける前記ｅＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出さ
れた場合は、前記第２の値が設定されているか否かにかかわらず、前記下りリンク制御情
報を検出した前記ｅＰＤＣＣＨセットに対する前記第３の値と、前記下りリンク制御情報
に含まれる情報ビットによって示される値と、前記ｅＰＤＣＣＨの受信に用いられるアン
テナポートの番号に基づいて算出される値とに少なくとも基づいて前記ＰＵＣＣＨリソー
スを決定し、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされた前記ＰＤＳＣＨを介して受信され
た前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記決定されたＰＵＣＣＨリ
ソースで送信する
　ことを特徴とする無線通信方法。
【請求項８】
　前記ＰＵＣＣＨに対する前記アイデンティティの値が設定されている場合は、前記ＰＵ
ＣＣＨに対する前記アイデンティティの値に基づいて、前記ＰＵＣＣＨと共に送信される
参照信号を生成し、
　前記ＰＵＣＣＨに対する前記アイデンティティの値が設定されていない場合は、物理レ
イヤセルアイデンティティに基づいて、前記ＰＵＣＣＨと共に送信される前記参照信号を
生成する
　ことを特徴とする請求項７に記載の無線通信方法。
【請求項９】
　前記第１の値を示す情報は、複数の端末装置に対して共通であることを特徴とする請求
項７または８に記載の無線通信方法。
【請求項１０】
　基地局装置に用いられる無線通信方法であって、
　ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリ
ンク制御情報を送信し、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされたＰＤＳＣＨでトランスポートブロ
ックを送信し、
　第１の値を示す情報を含むシステムインフォメーションブロックを送信し、
　第２の値を示す情報を、ＰＵＣＣＨに対するアイデンティティの値を示す情報と共に送
信し、
　ｅＰＤＣＣＨセットに対する第３の値を示す上位層の情報を送信し、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が送信され、且つ、前記第２の値を示す情報
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が送信されていない場合には、少なくとも前記第１の値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを
決定し、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が送信され、且つ、前記第２の値を示す情報
が送信されている場合には、少なくとも前記第２の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソース
を決定し、
　前記ｅＰＤＣＣＨセットにおける前記ｅＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が送信さ
れた場合は、前記第２の値を示す情報が送信されているか否かにかかわらず、前記下りリ
ンク制御情報を送信した前記ｅＰＤＣＣＨセットに対する前記第３の値と、前記下りリン
ク制御情報に含まれる情報ビットによって示される値と、前記ｅＰＤＣＣＨの送信に用い
られるアンテナポートの番号に基づいて算出される値とに少なくとも基づいて前記ＰＵＣ
ＣＨリソースを決定し、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされた前記ＰＤＳＣＨを介して送信され
た前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記決定されたＰＵＣＣＨリ
ソースで受信する
　ことを特徴とする無線通信方法。
【請求項１１】
　前記アイデンティティの値を示す情報が送信されている場合は、端末装置が前記アイデ
ンティティの値に基づいて生成した参照信号を受信し、そして、前記参照信号に基づいて
前記ＰＵＣＣＨの復調処理を行い、
　前記アイデンティティの値を示す情報が送信されていない場合は、前記端末装置が物理
レイヤセルアイデンティティの値に基づいて生成した前記参照信号を受信し、そして、前
記参照信号に基づいて前記ＰＵＣＣＨの復調処理を行う
　ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信方法。
【請求項１２】
　前記第１の値を示す情報は、複数の端末装置に対して共通であることを特徴とする請求
項１０または１１に記載の無線通信方法。
【請求項１３】
　端末装置に実装される集積回路であって、
　ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリ
ンク制御情報を検出する機能と、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされたＰＤＳＣＨでトランスポートブロ
ックを受信する機能と、
　第１の値を示す情報を含むシステムインフォメーションブロックを受信する機能と、
　第２の値を示す情報を、ＰＵＣＣＨに対するアイデンティティの値を示す情報と共に受
信する機能と、
　ｅＰＤＣＣＨセットに対する第３の値を示す上位層の情報を受信する機能と、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出され、且つ、前記第２の値が設定され
ていない場合には、少なくとも前記第１の値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する機
能と、
　前記ＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出され、且つ、前記第２の値が設定され
ている場合には、少なくとも前記第２の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する
機能と、
　前記ｅＰＤＣＣＨセットにおける前記ｅＰＤＣＣＨで前記下りリンク制御情報が検出さ
れた場合は、前記第２の値が設定されているか否かにかかわらず、前記下りリンク制御情
報を検出した前記ｅＰＤＣＣＨセットに対する前記第３の値と、前記下りリンク制御情報
に含まれる情報ビットによって示される値と、前記ｅＰＤＣＣＨの受信に用いられるアン
テナポートの番号に基づいて算出される値とに少なくとも基づいて前記ＰＵＣＣＨリソー
スを決定する機能と、
　前記下りリンク制御情報によってスケジュールされた前記ＰＤＳＣＨを介して受信され
た前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記決定されたＰＵＣＣＨリ
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ソースで送信する機能と、を含む一連の機能を前記端末装置に発揮させる
　ことを特徴とする集積回路。
【請求項１４】
　前記集積回路は、更に、前記ＰＵＣＣＨに対する前記アイデンティティの値が設定され
ている場合は、前記ＰＵＣＣＨに対する前記アイデンティティの値に基づいて、前記ＰＵ
ＣＣＨと共に送信される参照信号を生成する機能と、
　前記ＰＵＣＣＨに対する前記アイデンティティの値が設定されていない場合は、物理レ
イヤセルアイデンティティに基づいて、前記ＰＵＣＣＨと共に送信される前記参照信号を
生成する機能と、を前記端末装置に発揮させる
　ことを特徴とする請求項１３に記載の集積回路。
【請求項１５】
　前記第１の値を示す情報は、複数の端末装置に対して共通であることを特徴とする請求
項１３または１４に記載の集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、無線通信方法、および集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、下りリンクの通信方式として
、直交周波数分割多重（Orthogonal Frequency Division Multiplexing: OFDM）方式が用
いられる。ＬＴＥでは、上りリンクの通信方式として、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Single-Carrier
 Frequency Division Multiple Access）方式が用いられる。ＬＴＥでは、基地局装置を
ｅＮｏｄｅＢ（evolved NodeB）、移動局装置（端末装置）をＵＥ（User Equipment）と
称する。ＬＴＥは、基地局装置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信
システムである。単一の基地局装置は複数のセルを管理してもよい。単一の移動局装置は
、単一または複数のセルで通信をする。セルをサービングセルとも称する。
【０００３】
　ＬＴＥでは、上りリンクのデータに対するＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat reQues
t）をサポートしている。ＬＴＥの移動局装置は、ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Share
d Channel）で受信したトランスポートブロックの復号に成功した場合は、該トランスポ
ートブロックに対するＡＣＫ（positive acknowledgement, acknowledgement）をＰＵＣ
ＣＨで送信する。また、ＬＴＥの移動局装置は、ＰＤＳＣＨで受信したトランスポートブ
ロックの復号に失敗した場合は、該トランスポートブロックに対するＮＡＣＫ（negative
 acknowledgement）をＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）で送信する。
【０００４】
　ＬＴＥの基地局装置は、ＰＵＣＣＨで受信したＡＣＫまたはＮＡＣＫに基づき、該トラ
ンスポートブロックのスケジューリングを行なう。例えば、ＬＴＥの基地局装置は、ＮＡ
ＣＫを受信した場合は、該トランスポートブロックを再送信する。ＡＣＫとＮＡＣＫとを
総称して、ＨＡＲＱ－ＡＣＫと称する。
【０００５】
　また、ＬＴＥの基地局装置は、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク
制御情報を、ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）で送信する。
【０００６】
　ＬＴＥの移動局装置は、当該下りリンク制御情報を検出したＰＤＣＣＨリソースに基づ
いて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いるＰＵＣＣＨリソースを決定する。これにより、Ｌ
ＴＥの基地局装置は、当該下りリンク制御情報の送信に用いるＰＤＣＣＨのリソースを調
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整することによって、ＰＵＣＣＨリソースの割り当てを動的に変更することができる。ま
た、ＬＴＥの基地局装置は、複数の移動局装置が同じＰＵＣＣＨリソースでＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫを送信しないようにすることができる（非特許文献１、非特許文献２）。
【０００７】
　３ＧＰＰでは、セルに収容する移動局装置の数を増加するために、ｅＰＤＣＣＨ（enha
nced Physical Downlink Control Channel）を導入することが検討されている（非特許文
献３）。ｅＰＤＣＣＨリソースは、従来のＰＤＣＣＨリソースとは異なる。つまり、ｅＰ
ＤＣＣＨを導入することにより、下りリンク制御情報の送信に用いることができるリソー
スが拡張される。
【０００８】
　また、３ＧＰＰでは、移動局装置が複数の基地局装置と効率的に通信するＣｏＭＰ（Co
ordinated Multi-Point transmission and reception）の導入が検討されている（非特許
文献４）。例えば、ある基地局装置は、移動局装置が他の基地局装置から受信したトラン
スポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを受信してもよい。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】3rd Generation Partnership Project; 3GPP TS 36.211 v10.5.0, Evol
ved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulatio
n, 26 June 2012.
【非特許文献２】3rd Generation Partnership Project; 3GPP TS 36.213 v10.6.0, Evol
ved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical layer procedure, 26 Ju
ne 2012.
【非特許文献３】"Details of eREG and eCCE structures", R1-123264, 3GPP TSG-RAN W
G1 Meeting #70, Qingdao, China, 13 - 17 August 2012.
【非特許文献４】"Views on Remaining Issues of PUCCH Resource and Sequence", R1-1
23241, 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #70, Qingdao, China, 13 - 17 August 2012.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、ＰＤＣＣＨおよびｅＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報の検出を試みる移
動局装置と通信する基地局装置において、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いられるＰＵＣＣ
Ｈリソースを、他の移動局装置が用いるＰＵＣＣＨリソースと重複しないように割り当て
ることが好ましいが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いられるＰＵＣＣＨリソースの割り当
て方法について、十分に検討はされていない。
【００１１】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、ＰＤＳＣＨで送信された
トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＰＵＣＣＨを用いて効率的に送信
および受信することができる移動局装置、基地局装置、無線通信方法、および集積回路を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、前記基地局装置から受
信したシグナリングに基づいて、仮想セルアイデンティティの値、第１の値、第２の値、
および第３の値を設定する設定部と、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのス
ケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を検出する検出部と、前記ＰＤＳＣＨで
トランスポートブロックを受信する受信部と、ＰＵＣＣＨリソースを決定する決定部と、
前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで送信
する送信部と、を備える。また、上記の決定部は、前記検出部が前記下りリンク制御情報
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を前記ＰＤＣＣＨで検出した場合、前記仮想セルアイデンティティの値が前記設定部によ
って設定されているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そ
して、少なくとも当該選択した値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定し、前記検出
部が前記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで検出した場合、前記仮想セルアイデン
ティティの値が前記設定部によって設定されているか否かにかかわらず、少なくとも前記
第３の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する。
【００１３】
　（２）また、本発明の端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、前記基地
局装置から通知されるシグナリングに基づいて、仮想セルアイデンティティの値、第１の
値、第２の値、および第３の値を設定する設定部と、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨでＰ
ＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を検出する検出部と、前記
ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを受信する受信部と、ＰＵＣＣＨリソースを決定す
る決定部と、前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリ
ソースで送信する送信部と、を備える。また、上記の決定部は、前記検出部が前記下りリ
ンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで検出した場合、前記仮想セルアイデンティティの値が前
記設定部によって設定されているか否かに応じて、前記第１の値と前記第２の値のいずれ
かを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決
定し、前記検出部が前記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで検出した場合、前記仮
想セルアイデンティティの値が前記設定部によって設定されているか否かに応じて、前記
第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値と前記
第３の値とに基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する。
【００１４】
　（３）また、本発明において、上記の端末装置は、前記仮想セルアイデンティティの値
を受信している場合は、前記仮想セルアイデンティティの値に基づいて、前記ＰＵＣＣＨ
と時間多重される参照信号を生成する生成部を、更に備え、そして、上記の送信部は、前
記参照信号を送信する。
【００１５】
　（４）また、本発明において、上記の端末装置の生成部は、前記仮想セルアイデンティ
ティの値を受信していない場合は、物理レイヤセルアイデンティティに基づいて、前記参
照信号を生成する。
【００１６】
　（５）また、本発明において、単一のサブフレームで、前記ｅＰＤＣＣＨは前記ＰＤＳ
ＣＨと周波数多重され、そして、前記ＰＤＣＣＨは、前記ｅＰＤＣＣＨおよび前記ＰＤＳ
ＣＨと時間多重される。
【００１７】
　（６）また、本発明において、前記第１の値は、複数の前記端末装置に対して共通であ
る。
【００１８】
　（７）また、本発明において、前記第２の値は、前記端末装置に対して専用である。
【００１９】
　（８）また、本発明の基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であって、仮想セ
ルアイデンティティの値、第１の値、第２の値、および第３の値を示す情報を送信し、Ｐ
ＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク
制御情報を送信し、そして、前記ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを送信する送信部
と、ＰＵＣＣＨリソースを決定する決定部と、前記トランスポートブロックに対するＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで受信する受信部と、を備える。また、上記の決
定部は、前記送信部が前記下りリンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで送信した場合、前記送
信部が前記仮想セルアイデンティティの値を示す情報を送信しているか否かに応じて前記
第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づ
いて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定し、前記送信部が前記下りリンク制御情報を前記ｅＰ
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ＤＣＣＨで送信した場合、前記送信部が前記仮想セルアイデンティティの値を示す情報を
送信しているか否かにかかわらず、少なくとも前記第３の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリ
ソースを決定する。
【００２０】
　（９）また、本発明の基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であって、仮想セ
ルアイデンティティの値、第１の値、第２の値、および第３の値を示す情報を送信し、Ｐ
ＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク
制御情報を送信し、そして、前記ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを送信する送信部
と、ＰＵＣＣＨリソースを決定する決定部と、前記トランスポートブロックに対するＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで受信する受信部と、を備える。また、上記の決
定部は、前記送信部が前記下りリンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで送信した場合、前記送
信部が前記仮想セルアイデンティティの値を示す情報を送信しているか否かに応じて前記
第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づ
いて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定し、前記送信部が前記下りリンク制御情報を前記ｅＰ
ＤＣＣＨで送信した場合、前記送信部が前記仮想セルアイデンティティの値を示す情報を
送信しているか否かに応じて、前記第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして
、少なくとも当該選択した値と前記第３の値とに基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定
する。
【００２１】
　（１０）また、本発明において、上記の基地局装置の受信部は、前記送信部が前記仮想
セルアイデンティティの値を送信している場合は、前記端末装置が前記仮想セルアイデン
ティティの値に基づいて生成する参照信号を前記端末装置から受信し、そして、前記参照
信号に基づいて前記ＰＵＣＣＨの復調処理を行う。
【００２２】
　（１１）また、本発明において、上記の基地局装置の受信部は、前記送信部が前記仮想
セルアイデンティティの値を送信していない場合は、前記端末装置が物理レイヤセルアイ
デンティティの値に基づいて生成する前記参照信号を前記端末装置から受信し、前記参照
信号に基づいて前記ＰＵＣＣＨの復調処理を行う。
【００２３】
　（１２）また、本発明において、単一のサブフレームで、前記ｅＰＤＣＣＨは前記ＰＤ
ＳＣＨと周波数多重され、そして、前記ＰＤＣＣＨは、前記ｅＰＤＣＣＨおよび前記ＰＤ
ＳＣＨと時間多重される。
【００２４】
　（１３）また、本発明において、前記第１の値は、複数の前記端末装置に対して共通で
ある。
【００２５】
　（１４）また、本発明において、前記第２の値は、前記端末装置に対して専用である。
【００２６】
　（１５）また、本発明の無線通信方法は、基地局装置と通信する端末装置に用いられる
無線通信方法であって、前記基地局装置から受信したシグナリングに基づいて、第１の値
、第２の値、および第３の値を設定し、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨの
スケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を検出し、前記ＰＤＳＣＨでトランス
ポートブロックを受信し、前記下りリンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで検出した場合、前
記仮想セルアイデンティティの値を設定しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２
の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいて前記ＰＵＣＣＨ
リソースを決定し、前記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで検出した場合、前記仮
想セルアイデンティティの値を設定しているか否かにかかわらず、少なくとも前記第３の
値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定し、前記トランスポートブロックに対するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで送信する。
【００２７】
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　（１６）また、本発明の無線通信方法は、基地局装置と通信する端末装置に用いられる
無線通信方法であって、前記基地局装置から通知されるシグナリングに基づいて、第１の
値、第２の値、および第３の値を設定し、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨでＰＤＳＣＨの
スケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を検出し、前記ＰＤＳＣＨでトランス
ポートブロックを受信し、前記下りリンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで検出した場合、前
記仮想セルアイデンティティの値を設定しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２
の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいてＰＵＣＣＨリソ
ースを決定し、前記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで検出した場合、前記仮想セ
ルアイデンティティの値を設定しているか否かに応じて、前記第１の値と前記第２の値の
いずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値と前記第３の値とに基づいて前記
ＰＵＣＣＨリソースを決定し、前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを
前記ＰＵＣＣＨリソースで送信する。
【００２８】
　（１７）また、本発明の無線通信方法は、端末装置と通信する基地局装置に用いられる
無線通信方法であって、第１の値、第２の値、および第３の値を示す情報を送信し、ＰＤ
ＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制
御情報を送信し、前記ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを送信し、前記下りリンク制
御情報を前記ＰＤＣＣＨで送信した場合、仮想セルアイデンティティの値を示す情報を送
信しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少
なくとも当該選択した値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定し、前記下りリンク制御情
報を前記ｅＰＤＣＣＨで送信した場合、前記仮想セルアイデンティティの値を示す情報を
送信しているか否かにかかわらず、少なくとも前記第３の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリ
ソースを決定し、前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣ
Ｈリソースで受信する。
【００２９】
　（１８）また、本発明の無線通信方法は、端末装置と通信する基地局装置に用いられる
無線通信方法であって、第１の値、第２の値、および第３の値を示す情報を送信し、ＰＤ
ＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制
御情報を送信し、前記ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを送信し、前記下りリンク制
御情報を前記ＰＤＣＣＨで送信した場合、仮想セルアイデンティティの値を示す情報を送
信しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少
なくとも当該選択した値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定し、前記下りリンク制御情
報を前記ｅＰＤＣＣＨで送信した場合、前記仮想セルアイデンティティの値を示す情報を
送信しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、
少なくとも当該選択した値と前記第３の値とに基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定し
、前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで受
信する。
【００３０】
　（１９）また、本発明の集積回路は、基地局装置と通信する端末装置に実装される集積
回路であって、前記基地局装置から受信したシグナリングに基づいて、第１の値、第２の
値、および第３の値を設定する機能と、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨの
スケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を検出する機能と、前記ＰＤＳＣＨで
トランスポートブロックを受信する機能と、前記下りリンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで
検出した場合、前記仮想セルアイデンティティの値を設定しているか否かに応じて前記第
１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づい
て前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する機能と、前記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣ
Ｈで検出した場合、前記仮想セルアイデンティティの値を設定しているか否かにかかわら
ず、少なくとも前記第３の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する機能と、前記
トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで送信する
機能と、を前記端末装置に発揮させる。



(10) JP 6179009 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

【００３１】
　（２０）また、本発明の集積回路は、基地局装置と通信する端末装置に実装される集積
回路であって、前記基地局装置から通知されるシグナリングに基づいて、第１の値、第２
の値、および第３の値を設定する機能と、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨでＰＤＳＣＨの
スケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を検出する機能と、前記ＰＤＳＣＨで
トランスポートブロックを受信する機能と、前記下りリンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで
検出した場合、前記仮想セルアイデンティティの値を設定しているか否かに応じて前記第
１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づい
てＰＵＣＣＨリソースを決定する機能と、前記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで
検出した場合、前記仮想セルアイデンティティの値を設定しているか否かに応じて、前記
第１の値と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値と前記
第３の値とに基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する機能と、前記トランスポートブ
ロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで送信する機能と、を前記端
末装置に発揮させる。
【００３２】
　（２１）また、本発明の集積回路は、端末装置と通信する基地局装置に実装される集積
回路であって、第１の値、第２の値、および第３の値を示す情報を送信する機能と、ＰＤ
ＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制
御情報を送信する機能と、前記ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを送信する機能と、
前記下りリンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで送信した場合、仮想セルアイデンティティの
値を示す情報を送信しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値のいずれかを選
択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する機能
と、前記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで送信した場合、前記仮想セルアイデン
ティティの値を示す情報を送信しているか否かにかかわらず、少なくとも前記第３の値に
基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する機能と、前記トランスポートブロックに対す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで受信する機能と、を前記基地局装置に発
揮させる。
【００３３】
　（２２）また、本発明の集積回路は、端末装置と通信する基地局装置に実装される集積
回路であって、第１の値、第２の値、および第３の値を示す情報を送信する機能と、ＰＤ
ＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制
御情報を送信する機能と、前記ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを送信する機能と、
前記下りリンク制御情報を前記ＰＤＣＣＨで送信した場合、仮想セルアイデンティティの
値を示す情報を送信しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値のいずれかを選
択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する機能
と、前記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで送信した場合、前記仮想セルアイデン
ティティの値を示す情報を送信しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値のい
ずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値と前記第３の値とに基づいて前記Ｐ
ＵＣＣＨリソースを決定する機能と、前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで受信する機能と、を前記基地局装置に発揮させる。
【発明の効果】
【００３４】
　この発明によれば、移動局装置と基地局装置のそれぞれは、ＰＤＳＣＨで送信されたト
ランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＰＵＣＣＨを用いて効率的に送信お
よび受信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。
【図３】本実施形態のスロットの構成を示す図である。
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【図４】本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図５】本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図６】本実施形態のＰＤＣＣＨをリソースエレメントにマッピングする方法を示す図で
ある。
【図７】本実施形態のｅＰＤＣＣＨをリソースエレメントにマッピングする方法を示す図
である。
【図８】本実施形態のＰＵＣＣＨが配置される物理リソースブロックを示す図である。
【図９】本実施形態のＰＵＣＣＨリソースのインデックスとＰＵＣＣＨリソースとの対応
を示す図である。
【図１０】本実施形態のＰＵＣＣＨを生成する方法を示す図である。
【図１１】本実施形態のＤＭＲＳの系列を生成する方法を示す図である。
【図１２】第１の実施形態のアンテナポートp0に対するＰＵＣＣＨリソースとＣＣＥ／ｅ
ＣＣＥとの対応を示す図である。
【図１３】第１の実施形態の移動局装置１の動作について説明するフロー図である。
【図１４】第１の実施形態の基地局装置３の動作について説明するフロー図である。
【図１５】本実施形態の移動局装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図１６】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【図１７】第２の実施形態のアンテナポートp0に対するＰＵＣＣＨリソースとＣＣＥ／ｅ
ＣＣＥとの対応を示す図である。
【図１８】第２の実施形態の移動局装置１の動作について説明するフロー図である。
【図１９】第２の実施形態の基地局装置３の動作について説明するフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００３７】
　本実施形態では、移動局装置は、単一のセルで送信および受信する。しかしながら、本
発明は、移動局装置が複数のセルで同時に送信および受信する場合にも適用できる。移動
局装置が複数のセルと通信する技術をセルアグリゲーション、またはキャリアアグリゲー
ションと称する。アグリゲートされる複数のセルのそれぞれにおいて、本発明が適用され
てもよい。または、アグリゲートされる複数のセルの一部に本発明が適用されてもよい。
【００３８】
　以下、ＦＤＤ（Frequency Division Duplex）方式の無線通信システムを参照しながら
本実施形態の説明をする。しかしながら、本発明は、ＴＤＤ（Time Division Duplex）方
式の無線通信システムにも適用することができる。また、ＴＤＤ方式を用いるセルとＦＤ
Ｄ方式を用いるセルがアグリゲートされる無線通信システムにも適用することができる。
【００３９】
　図１は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信シス
テムは、移動局装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、移動局装置１Ａ
～１Ｃを移動局装置１という。
【００４０】
　以下、本実施形態の物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００４１】
　図１において、移動局装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の
上りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力され
た情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
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【００４２】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。上りリンク制御情報には、下りリンクデータ（Downlink-Shared Chan
nel: DL-SCH）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）が含ま
れる。
【００４３】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる。ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共に上りリンク制御情報を送信するた
めに用いられてもよい。ＰＵＳＣＨは上りリンク制御情報のみを送信するために用いられ
てもよい。
【００４４】
　移動局装置１は、基地局装置３から受信した情報（シグナリング）に基づいてＰＵＳＣ
ＨとＰＵＣＣＨを同時に送信するかどうかを設定する。移動局装置１がＰＵＳＣＨとＰＵ
ＣＣＨを同時に送信しないと設定しており、そして、サブフレームｎでＰＵＳＣＨを送信
する場合は、ＰＵＳＣＨでcontention based random access procedureの一環としてＰＵ
ＳＣＨを送信する場合を除いて、移動局装置１は、サブフレームｎにおいてＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫをＰＵＳＣＨで送信する。移動局装置１がＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨを同時に送信しな
いと設定しており、そして、サブフレームｎでＰＵＳＣＨを送信しない場合は、移動局装
置１は、サブフレームｎにおいて移動局装置１はＨＡＲＱ－ＡＣＫをＰＵＣＣＨで送信す
る。
【００４５】
　移動局装置１がＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨを同時に送信すると設定している場合は、移動
局装置１は、サブフレームｎにおいてＰＵＳＣＨを送信するかどうかにかかわらず、ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫをＰＵＣＣＨで送信する。
【００４６】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。ＰＲＡＣ
Ｈは、移動局装置１が基地局装置３と時間領域の同期をとることを主な目的とする。
【００４７】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理信号が用いられる。
上りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
【００４８】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
【００４９】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置３は、ＤＭＲＳを用いてＰＵＳＣＨまた
はＰＵＣＣＨの復調処理を行う。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信することを、単
にＰＵＳＣＨを送信するとも称する。以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信することを
、単にＰＵＣＣＨを送信するとも称する。
【００５０】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、上りリ
ンクのチャネル状態を測定するためにＳＲＳを使用する。ＳＲＳが送信されるシンボルを
、サウンディング参照シンボルとも称する。ＳＲＳの詳細は後述する。
【００５１】
　図１において、基地局装置３から移動局装置１への下りリンクの無線通信では、以下の
下りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力され
た情報を送信するために使用される。
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・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ｅＰＤＣＣＨ（enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
【００５２】
　ＰＢＣＨは、移動局装置１で共通に用いられるシステム情報（マスターインフォメーシ
ョンブロック、Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる。ＰＢＣＨは、４
０ms間隔で送信される。４０ms間隔のタイミングは、移動局装置１においてブラインド検
出（blind detection）される。また、ＰＢＣＨは、10ms間隔で再送信される。
【００５３】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信のために予約される領域（ＯＦＤＭシンボル）を指
示する情報を送信するために用いられる。
【００５４】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバ
ック、応答情報）を送信するために用いられる。例えば、移動局装置１がＡＣＫを示すＨ
ＡＲＱインディケータを受信した場合は、対応する上りリンクデータを再送しない。例え
ば、移動局装置１がＮＡＣＫを示すＨＡＲＱインディケータを受信した場合は、対応する
上りリンクデータを再送する。
【００５５】
　ＰＤＣＣＨおよびｅＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットと
も称する。下りリンク制御情報は、下りリンクグラント（downlink assignment；または
下りリンクアサインメント「downlink assignment」とも称する。）および上りリンクグ
ラント（uplink grant）を含む。下りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＤＳＣ
Ｈのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報である。下りリンクグラントは、
該下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサブフレーム内のＰＤＳＣＨのス
ケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＵＳＣＨ
のスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報である。上りリンクグラントは、該
上りリンクグラントが送信されたサブフレームよりも４つ以上後のサブフレーム内の単一
のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００５６】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。
【００５７】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
【００５８】
　同期信号は、移動局装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるため
に用いられる。
【００５９】
　下りリンク参照信号は、移動局装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なう
ために用いられる。下りリンク参照信号は、移動局装置１が下りリンクのチャネル状態情
報を算出するために用いられる。
【００６０】
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　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号と称す
る。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク信号と称
する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理チャネル
と称する。下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総称して、物理信号と称する
。
【００６１】
　ＢＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。媒体ア
クセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランスポートチ
ャネルと称する。また、トランスポートチャネルをトランスポートブロックとも称する。
【００６２】
　以下、本実施形態の無線フレーム（radio frame）の構成について説明する。
【００６３】
　図２は、本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。無線フレームのそれぞ
れは、１０ｍｓ長である。また、無線フレームのそれぞれは１０のサブフレームから構成
される。サブフレームのそれぞれは、１ｍｓ長であり、２つの連続するスロットによって
定義される。無線フレーム内のｉ番目のサブフレームは、（２×ｉ）番目のスロットと（
２×ｉ＋１）番目のスロットとから構成される。スロットのそれぞれは、０．５ｍｓ長で
ある。
【００６４】
　以下、本実施形態のスロットの構成について説明する。
【００６５】
　図３は、本実施形態のスロットの構成を示す図である。スロットのそれぞれにおいて送
信される物理信号または物理チャネルは、リソースグリッドによって表現される。下りリ
ンクにおいて、リソースグリッドは複数のサブキャリアと複数のＯＦＤＭシンボルによっ
て定義される。上りリンクにおいて、リソースグリッドは複数のサブキャリアと複数のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルによって定義される。１つのスロットを構成するサブキャリアの数
は、セルの上りリンク帯域幅または下りリンク帯域幅に依存する。１つのスロットを構成
するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は７である。リソースグリッド
内のエレメントのそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエレメントは、サブ
キャリアの番号と、ＯＦＤＭシンボルの番号またはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの番号とを用
いて識別する。
【００６６】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）のリソー
スエレメントへのマッピングを表現するために用いられる。リソースブロックは、仮想リ
ソースブロックと物理リソースブロックが定義される。ある物理チャネルは、まず仮想リ
ソースブロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロッ
クにマップされる。１つの物理リソースブロックは、時間領域において７個の連続するＯ
ＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域において１２個の連続するサ
ブキャリアとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個の
リソースエレメントから構成される。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域に
おいて１つのスロットに対応し、そして、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応する。
物理リソースブロックは周波数領域において０から番号が付けられる。
【００６７】
　以下、サブフレームのそれぞれにおいて送信される物理チャネルおよび物理信号につい
て説明する。
【００６８】
　図４は、本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。基地局装置３は、下りリンクサブフレームにおいて、下りリ
ンク物理チャネル（ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ｅＰＤＣＣＨ、
ＰＤＳＣＨ）、および下りリンク物理信号（同期信号、下りリンク参照信号）を送信でき
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る。尚、ＰＢＣＨは無線フレーム内のサブフレーム０のみで送信される。尚、同期信号は
無線フレーム内のサブフレーム０と５のみに配置される。尚、下りリンク参照信号は周波
数領域および時間領域において分散するリソースエレメントに配置される。説明の簡略化
のため図４において下りリンク参照信号は図示しない。
【００６９】
　ＰＤＣＣＨ領域において、複数のＰＤＣＣＨが周波数および時間多重される。ｅＰＤＣ
ＣＨ領域において、複数のｅＰＤＣＣＨが周波数および／または時間多重される。ＰＤＳ
ＣＨ領域において、複数のＰＤＳＣＨが周波数および空間多重される。ＰＤＣＣＨは、Ｐ
ＤＳＣＨおよびｅＰＤＣＣＨと時間多重される。ｅＰＤＣＣＨはＰＤＳＣＨと周波数多重
される。
【００７０】
　図５は、本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。移動局装置１は、上りリンクサブフレームにおいて、上りリ
ンク物理チャネル（ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨ）、および上りリンク物理信号
（ＤＭＲＳ、ＳＲＳ）を送信できる。
【００７１】
　ＰＵＣＣＨ領域において、複数の移動局装置１が送信した複数のＰＵＣＣＨが周波数、
時間、および符合多重される。単一の移動局装置１は単一の上りリンクサブフレームで１
つのＰＵＣＣＨを送信できる。ＰＵＳＣＨ領域において、複数のＰＵＳＣＨが周波数およ
び空間多重される。単一の移動局装置１は、単一のセルの単一の上りリンクサブフレーム
で単一のＰＵＳＣＨを送信できる。ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨは周波数多重される。単一の
移動局装置１は、単一のセルの単一の上りリンクサブフレームで単一のＰＵＳＣＨと単一
のＰＵＣＣＨを同時に送信することができる。ＰＲＡＣＨは単一のサブフレームまたは２
つのサブフレームにわたって配置される。また、複数の移動局装置１が送信した複数のＰ
ＲＡＣＨが符号多重される。単一の移動局装置１は、単一のセルでＰＲＡＣＨと他の上り
リンク信号を同時に送信しない。
【００７２】
　ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いて送信され
る。移動局装置１は、単一のセルの単一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて、ＳＲＳとＰ
ＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨを同時に送信しない。移動局装置１は、単一のセルの
単一の上りリンクサブフレームにおいて、該上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルを除くＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いてＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣ
ＣＨを送信し、該上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いてＳ
ＲＳを送信することができる。つまり、単一のセルの単一の上りリンクサブフレームにお
いて、移動局装置１は、ＳＲＳとＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨを同時に送信することができる
。尚、ＤＭＲＳはＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨと時間多重される。説明の簡略化のため図
５においてＤＭＲＳは図示しない。
【００７３】
　以下、ＰＤＣＣＨリソースについて説明する。
【００７４】
　ＰＤＣＣＨは１つのＰＤＣＣＨ候補（candidate）にマップされる。１つのＰＤＣＣＨ
候補は１つまたは複数のＣＣＥ（Control Channel Element）から構成される。ＣＣＥは
、ＰＤＣＣＨ領域に配置される。
【００７５】
　図６は、本実施形態のＰＤＣＣＨをリソースエレメントにマッピングする方法を示す図
である。１つのＣＣＥは３６の変調シンボル（複素数値シンボル: complex-valued symbo
l）を送信するために使用される。１つのＣＣＥは、９つのｍｉｎｉ－ＣＣＥから構成さ
れる。１つのｍｉｎｉ－ＣＣＥは４つの変調シンボルから構成される。基地局装置３は、
１つのｍｉｎｉ－ＣＣＥを１つのリソースエレメントグループにマップする。１つのリソ
ースエレメントグループは、周波数領域において４つ連続するリソースエレメントから構
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成される。つまり、１つの変調シンボルが１つのリソースエレメントにマップされる。
【００７６】
　基地局装置３は、ＣＣＥをｍｉｎｉ－ＣＣＥ単位でインターリーブする。次に、基地局
装置３は、インターリーブしたｍｉｎｉ－ＣＣＥをサイクリックシフトする。サイクリッ
クシフトの値は、物理レイヤセルアイデンティティ（Physical layer Cell Identity: PC
I）の値である。つまり、異なる物理レイヤセル識別子を持つセルの間では、異なる値の
サイクリックシフトが行なわれる。これにより、セル間におけるＰＤＣＣＨの干渉をラン
ダム化することができる。尚、移動局装置１は、同期信号から物理レイヤセルアイデンテ
ィティを検出することができる。また、基地局装置３は、物理レイヤセルアイデンティテ
ィを示す情報を含むハンドオーバーコマンドを移動局装置１に送信することができる。
【００７７】
　次に、基地局装置３は、サイクリックシフトしたｍｉｎｉ－ＣＣＥをＰＤＣＣＨ／ＰＨ
ＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ領域のリソースエレメントグループにマップする。基地局装置３は
、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨがマップされるリソースエレメントグループ以外のリソ
ースエレメントグループにＰＤＣＣＨのｍｉｎｉ－ＣＣＥをマップする。
【００７８】
　以下、ｅＰＤＣＣＨリソースについて説明する。
【００７９】
　ｅＰＤＣＣＨは１つのｅＰＤＣＣＨ候補（candidate）にマップされる。１つのｅＰＤ
ＣＣＨ候補は１つまたは複数のｅＣＣＥ（enhanced Control Channel Element）から構成
される。単一の移動局装置に対して、複数のｅＰＤＣＣＨ領域が定義されてもよい。基地
局装置３は、ｅＰＤＣＣＨ領域を構成する１つまたは複数の物理リソースブロックを示す
情報を、移動局装置１に送信する。ｅＰＤＣＣＨ領域のそれぞれに対してｅＣＣＥが定義
される。また、単一のｅＣＣＥは、単一のｅＰＤＣＣＨ領域に配置される。ｅＰＤＣＣＨ
領域をｅＰＤＣＣＨセットとも称する。
【００８０】
　図７は、本実施形態のｅＰＤＣＣＨをリソースエレメントにマッピングする方法を示す
図である。１つのｅＣＣＥは複数の変調シンボル（複素数値シンボル: complex-valued s
ymbol）を送信するために使用される。１つのｅＣＣＥは、複数のｍｉｎｉ－ｅＣＣＥか
ら構成される。１つのｍｉｎｉ－ｅＣＣＥは複数の変調シンボルから構成される。基地局
装置３は、１つのｍｉｎｉ－ｅＣＣＥを１つのリソースエレメントグループにマップする
。サブフレーム内において、周波数領域で連続している２つの物理リソースブロックを構
成する複数のリソースエレメントは、１６のリソースエレメントグループに分割される。
【００８１】
　図７において、ｅＰＤＣＣＨ領域１に対するｅＣＣＥ（ｅＣＣＥ０、ｅＣＣＥ１、ｅＣ
ＣＥ２、および、ｅＣＣＥ３）は、ｅＰＤＣＣＨ領域１のリソースエレメントに配置され
る。また、図７において、ｅＰＤＣＣＨ領域２に対するｅＣＣＥ（ｅＣＣＥ０、ｅＣＣＥ
１、ｅＣＣＥ２、および、ｅＣＣＥ３）は、ｅＰＤＣＣＨ領域２のリソースエレメントに
配置される。尚、本実施形態において、ｅＰＤＣＣＨ領域のそれぞれに対応するｅＣＣＥ
の番号は０から割り振られる。尚、複数のｅＰＤＣＣＨ領域にまたがってｅＣＣＥの番号
を割り振ってもよい。例えば、ｅＰＤＣＣＨ領域１に対するｅＣＣＥの番号が０から３で
ある場合に、ｅＰＤＣＣＨ領域２に対するｅＣＣＥの番号を４から割り振ってもよい。
【００８２】
　以下、ＰＵＣＣＨリソースについて説明する。
【００８３】
　図８は、本実施形態のＰＵＣＣＨが配置される物理リソースブロックを示す図である。
図８において、nPRBは、周波数領域における物理リソースブロックの番号であり、NULPRB
は、上りリンク帯域幅に含まれる物理リソースブロックの数であり、ｍはＰＵＣＣＨが配
置される物理リソースブロックを識別するための番号である。
【００８４】
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　単一のＰＵＣＣＨは、２つの物理リソースブロックに配置される。つまり、単一のＰＵ
ＣＣＨは、第１スロットの１つの物理リソースブロックと、第２スロットの１つの物理リ
ソースブロックに配置される。また、第１スロットの１つの物理リソースブロックは、上
りリンク帯域の中心周波数に対して第２スロットの１つの物理リソースブロックと対称で
ある。
【００８５】
　尚、当該２つの物理リソースブロックにおいて、複数のＰＵＣＣＨが符号多重される。
例えば、ｍ＝ｋの２つの物理リソースブロックにおいて、３６のＰＵＣＣＨが符号多重さ
れる。例えば、ＰＵＣＣＨリソース番号が（３６×ｋ）から（３６×ｋ＋３５）のＰＵＣ
ＣＨリソースはｍ＝ｋの２つの物理リソースブロックに配置される。
【００８６】
　本実施形態では、複数のアンテナポートを用いてＰＵＣＣＨを送信する場合には、アン
テナポートのそれぞれに対して異なるＰＵＣＣＨリソースを割り当て、そして、アンテナ
ポートのそれぞれで同じＨＡＲＱ－ＡＣＫの情報を送信する。
【００８７】
　以下、ＰＵＣＣＨの拡散方法について説明する。
【００８８】
　ＰＵＣＣＨの拡散には、サイクリックシフトαと直交符号w(i)が用いられる。つまり、
ＰＵＣＣＨのリソースは、番号ｍとサイクリックシフトαと直交系列w(i)との組合せによ
って特定される。
【００８９】
　単一のＰＵＣＣＨリソースにおいて、サイクリックシフトαは２π・n(p)CS／１２（n(
p)
CS＝０、１、…１１）のうち１つが対応する。n(p)CSは、サイクリックシフトインデッ

クスである。また、単一のＰＵＣＣＨリソースにおいて、w(i)は、[＋１　＋１　＋１　
＋１]と[＋１　―１　＋１　―１]と[＋１　―１　―１　＋１]とのうち１つに対応する
。
【００９０】
　図９は、本実施形態のＰＵＣＣＨリソースのインデックスとＰＵＣＣＨリソースとの対
応を示す図である。図９において、ｍはＰＵＣＣＨリソースが対応する物理リソースブロ
ックを識別するための番号であり、n(1,p)PUCCHはアンテナポートｐに対するＰＵＣＣＨ
リソースのインデックスであり、n(p)OCはアンテナポートｐに対する直交系列インデック
スであり、そして、n(p)CSはアンテナポートｐに対するサイクリックシフトインデックス
である。例えば、図９において、ＰＵＣＣＨリソースのインデックスが１の場合、ｍは０
、直交系列インデックスn(p)OCは０、そして、サイクリックシフトインデックスn(p)OCは
１である。
【００９１】
　図１０は、本実施形態のＰＵＣＣＨを生成する方法を示す図である。図１０において、
NPUCCHSFは、単一のスロット内における直交系列ｗ（ｉ）のスプレッディングファクタで
あり、そして、４である。図１０において、NPUCCHseqは、単一のＰＵＣＣＨの帯域幅に
含まれるサブキャリアの数であり、そして、１２である。図１０において、ｐはアンテナ
ポートの番号であり、そして、ＰはＰＵＣＣＨの送信に用いられるアンテナポートの数で
ある。
【００９２】
　最初に、移動局装置１は、シーケンスr’u,v(n)を決定する。ｕは、シーケンスグルー
プ番号である。ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値を受信している場合は
、移動局装置１は少なくとも仮想セルアイデンティティに基づいてｕの値を決定する。ま
た、ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値を受信していない場合は、移動局
装置１は少なくとも物理レイヤセルアイデンティティに基づいてｕの値を決定する。ｖは
、シーケンス番号であり、ＰＵＣＣＨに対しては常に０である。
【００９３】



(18) JP 6179009 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

基地局装置３は、移動局装置１のそれぞれに対してＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデン
ティティの値を決定し、そして、当該決定した仮想セルアイデンティティの値を示す情報
を移動局装置１のそれぞれに送信してもよい。尚、基地局装置３は、ＰＵＣＣＨに対する
仮想セルアイデンティティの値を示す情報を移動局装置１に送信しなくてもよい。移動局
装置１は、ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値を示す情報（シグナリング
）に基づいて、ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値を設定する。
【００９４】
　尚、仮想セルアイデンティティは、物理チャネルおよび物理信号のそれぞれに対して設
定されてもよい。尚、ある物理チャネル、または、ある物理信号に対して、複数の仮想セ
ルアイデンティティが設定されてもよい。以降、本実施形態では、ＰＵＣＣＨに対する仮
想セルアイデンティティを、単に仮想セルアイデンティティと称する。
【００９５】
　尚、シーケンスグループ番号ｕは、擬似ランダムシーケンスに基づいて、スロット毎に
ホップしてもよい。基地局装置３は、シーケンスグループ番号ｕのホッピングが有効かど
うかを示す情報を送信する。また、移動局装置１は、シーケンスグループ番号ｕのホッピ
ングが有効かどうかを示す情報に基づいて、シーケンスグループ番号ｕをホップさせるか
どうかを決定する。
【００９６】
　移動局装置１と基地局装置３は、シーケンスグループ番号のそれぞれに対して定義され
ている系列長１２のシーケンスr’u,v(n)を記憶しており、そして、決定したｕに対応す
るシーケンスr’u,v(n)を読み出す（生成する）。
【００９７】
　移動局装置１は、シーケンスr’u,v(n)をｅｊαpｎで乗算することにより、シーケンス
r(αp)

u,v(n)。αpは、サブキャリア毎の位相回転量である。周波数領域におけるシーケ
ンスr’u,v(n)の位相回転は、時間領域におけるＰＵＣＣＨのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの
サイクリックシフトに相当する。従って、本実施形態において、αpを単にサイクリック
シフトとも称する。
【００９８】
　移動局装置１は、シーケンスr(αp)

u,v(n)に１/√Ｐとｄ(0)を乗算することにより、変
調シンボルのブロックy(p)(n)を生成する。ｄ（０）は１ビットまたは２ビットのＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫのそれぞれをＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調またはＱＰＳＫ（Q
uadrature Phase Shift Keying）変調することによって生成される変調シンボルである。
【００９９】
　移動局装置１は、変調シンボルのブロックy(p)(n)にS(ns)を乗算し、そして、S(ns)を
乗算した変調シンボルのブロックy(p)(n)を直交系列wn(p)OC(m)で拡散することにより、
変調シンボルのブロックz(p)(*)を生成する。S(ns)は、ＰＵＣＣＨリソースの番号に基づ
いて、１またはｅjπ/2が選択される。
【０１００】
　移動局装置１は、サブフレーム内において、変調シンボルのブロックz(p)(*)を第１の
スロットの｛０、１、５，６｝のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置し、次に、第２のスロッ
トの｛０、１、５，６｝のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置する。尚、単一のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルにおいて、z(p)(*)は番号の小さいサブキャリアから順番に配置される。
【０１０１】
　以下、ＤＭＲＳの生成方法について説明する。
【０１０２】
　図１１は、本実施形態のＤＭＲＳの系列を生成する方法を示す図である。図１１におい
て、NPUCCHRSは、単一のスロット毎のＰＵＣＣＨに対するＤＭＲＳの送信に用いられるＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルの数であり、そして、３である。図１１において、ＭRS

SCは、参照
信号系列の長さであり、そして、１２である。
【０１０３】
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　移動局装置１は、図１１において、ＰＵＣＣＨと同じようにシーケンスr(αp)
u,v(n)を

生成する。つまり、移動局装置１は、仮想セルアイデンティティを受信していない場合は
、少なくとも物理レイヤセルアイデンティティに基づいてシーケンスr(αp)

u,v(n)を生成
し、そして、仮想セルアイデンティティを受信している場合は、少なくとも仮想セルアイ
デンティティに基づいてシーケンスr(αp)

u,v(n)を生成する。
【０１０４】
　また、移動局装置１は、シーケンスr(αp)

u,v(n)に１/√Pとw’(p)(m)とz(m)とを乗算
することにより、シーケンスr(p)PUCCH(*)を生成する。w’(p)(m)はＤＭＲＳに対する直
交系列である。z(m)は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのみの送信に用いられるＰＵＣＣＨのＤＭＲＳ
に対して常に１である。つまり、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのみの送信に用いられるＰＵＣＣＨの
ＤＭＲＳを生成する場合は、z(m)を乗算する処理をしなくてもよい。
【０１０５】
　移動局装置１は、サブフレーム内において、シーケンスr(p)PUCCH(*)を第１のスロット
の｛２、３、４｝のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置し、次に、第２のスロットの｛２、３
、４｝に配置する。尚、単一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて、r(p)PUCCH(*)は番号の
小さいサブキャリアから順番に配置される。
【０１０６】
　尚、単一のＰＵＣＣＨリソースに対応するＤＭＲＳにおいて、w’(i)は、[１　１　１]
と[１　ej2π/3　ej4π/3]と[１　ej4π/3　ej2π/3]とのうち１つに対応する。
【０１０７】
　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。
【０１０８】
　以下、ＣＣＥおよびｅＣＣＥと、ＰＵＣＣＨリソースとの対応について説明する。
【０１０９】
　本実施形態において、移動局装置１は、nCCEまたはneCCEに基づいて、該ＰＤＳＣＨで
受信したトランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いるＰＵＣＣＨリ
ソースを決定する。
【０１１０】
　nCCEは、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報の送信のため
に用いられた最初のＣＣＥの番号である。すなわち、nCCEは、ＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングに用いられる下りリンク制御情報の送信のために用いられたＰＤＣＣＨを構成するた
めに用いられる、最も低いＣＣＥインデックスである。例えば、ＰＤＳＣＨのスケジュー
リングに用いられる下りリンク制御情報の送信のためにＣＣＥ２とＣＣＥ３とが用いられ
る場合、nCCEは２である。
【０１１１】
　neCCEは、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報の送信のた
めに用いられた最初のｅＣＣＥの番号である。すなわち、neCCEは、ＰＤＳＣＨのスケジ
ューリングに用いられる下りリンク制御情報の送信のために用いられたｅＰＤＣＣＨを構
成するために用いられる、最も低いｅＣＣＥインデックスである。例えば、ＰＤＳＣＨの
スケジューリングに用いられる下りリンク制御情報の送信のためにｅＣＣＥ２とｅＣＣＥ
３とが用いられる場合、neCCEは２である。
【０１１２】
　しかしながら、移動局装置１が、該ＣＣＥまたは該ｅＣＣＥの番号、および、共通のパ
ラメータに基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定すると、同じ番号のＣＣＥおよびｅＣＣＥ
のそれぞれで該下りリンク制御情報を受信した複数の移動局装置１が、同じ番号のＰＵＣ
ＣＨリソースを選択してしまい、ＰＵＣＣＨの信号が衝突してしまうという問題がある。
【０１１３】
　また、仮想セルアイデンティティを受信している移動局装置１と、仮想セルアイデンテ
ィティを受信していない移動局装置１とが、同じ物理リソースブロックに配置されるＰＵ
ＣＣＨリソースを選択してしまうが、仮想セルアイデンティティに基づいて生成されたＰ
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ＵＣＣＨおよびＤＭＲＳと、物理レイヤセルアイデンティティに基づいて生成されたＰＵ
ＣＣＨおよびＤＭＲＳは直交しないため、互いのＰＵＣＣＨの信号が干渉となってしまう
という問題がある。そこで、第１の実施形態では、以下の方法で上記問題を解決する。
【０１１４】
　ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値を受信していない移動局装置１は、
ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報をＰＤＣＣＨで受信した
場合、数式（１）に基づいてアンテナポートp0に対するＰＵＣＣＨリソースを決定し、そ
して、数式（２）に基づいてアンテナポートp1に対するＰＵＣＣＨリソースを決定する。
N(1)PUCCH（第１の値）は、複数の移動局装置１に対して共通である。基地局装置３は、N
(1)

PUCCH（第１の値）を示す情報を含むシステムインフォメーションブロックを報知する
。
【０１１５】
【数１】

【０１１６】
【数２】

【０１１７】
　ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値を受信している移動局装置１は、Ｐ
ＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報をＰＤＣＣＨで受信した場
合、数式（３）に基づいてアンテナポートp0に対するＰＵＣＣＨリソースを決定し、そし
て、数式（４）に基づいてアンテナポートp1に対するＰＵＣＣＨリソースを決定する。N(
1)
PUCCH_CoMP（第２の値）は、移動局装置１に対して専用である。基地局装置３は、N(1)

PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を含む上位層の信号を移動局装置１に送信する。
【０１１８】
【数３】

【０１１９】
【数４】

【０１２０】
　ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値を受信していない移動局装置１は、
ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報をｅＰＤＣＣＨで受信し
た場合、数式（５）に基づいてアンテナポートp0に対するＰＵＣＣＨリソースを決定し、
そして、数式（６）に基づいてアンテナポートp1に対するＰＵＣＣＨリソースを決定する
。
【０１２１】
N(1)ePDCCH(i)（第３の値）は、移動局装置１に対して専用であり、そして、ｅＰＤＣＣ
Ｈセットｉのそれぞれに対して設定される。基地局装置３は、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそ
れぞれに対するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報を含む上位層の信号を移動局装置
１に送信する。移動局装置１は、数式（５）および数式（６）において、ｅＰＤＣＣＨを
受信（検出した）ｅＰＤＣＣＨセットｉに対応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を用いる
。
【０１２２】
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【数５】

【０１２３】
【数６】

【０１２４】
　ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値を受信している移動局装置１は、Ｐ
ＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報をｅＰＤＣＣＨで受信した
場合、数式（７）に基づいてアンテナポートp0に対するＰＵＣＣＨリソースを決定し、そ
して、数式（８）に基づいてアンテナポートp1に対するＰＵＣＣＨリソースを決定する。
【０１２５】

【数７】

【０１２６】
【数８】

【０１２７】
　移動局装置１は、数式（１）から数式（８）のうち１つまたは複数を用いてアンテナポ
ートp0、または、アンテナポートp0およびp1に対するＰＵＣＣＨリソースを決定し、当該
決定したＰＵＣＣＨリソースでＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する。
【０１２８】
　また、基地局装置３は、数式（１）から数式（８）のうち１つまたは複数を用いてアン
テナポートp0、または、アンテナポートp0およびp1に対するＰＵＣＣＨリソースを決定し
、当該決定したＰＵＣＣＨリソースでＨＡＲＱ－ＡＣＫを受信する。
【０１２９】
　図１２は、第１の実施形態のアンテナポートp0に対するＰＵＣＣＨリソースとＣＣＥ／
ｅＣＣＥとの対応を示す図である。図１２において、ｍはＰＵＣＣＨリソースの物理リソ
ースブロックを識別するための番号である。図１２において、符号１２００はＰＵＣＣＨ
リソースの番号を示す。
【０１３０】
　図１２において、基地局装置３は、３５までのＣＣＥとｅＰＤＣＣＨセット１に対する
１６までのｅＣＣＥとｅＰＤＣＣＨセット２に対する８までのｅＣＣＥを送信できること
を想定する。また、図１２において、N(1)PUCCH（第１の値）は０であり、N(1)PUCCH_CoM
P（第２の値）は７２であり、ｅＰＤＣＣＨセット１に対応するN(1)ePDCCH(1)（第３の値
）は３４であり、そして、ｅＰＤＣＣＨセット２に対応するN(1)ePDCCH(2)（第３の値）
は５０である。
【０１３１】
　図１２において、符号１２０２は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信していない、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報
をＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いる可能性
のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。つまり、符号１２０２は、図１２において数式（１）
が出力するＰＵＣＣＨリソースの番号の範囲である。
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【０１３２】
　図１２において、符号１２０４は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信していない、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報
をｅＰＤＣＣＨセット１のｅＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫの送信に用いる可能性のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。
【０１３３】
　図１２において、符号１２０６は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信していない、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報
をｅＰＤＣＣＨセット２のｅＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫの送信に用いる可能性のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。つまり、符号１２０４と符
号１２０６とは、図１２において数式（５）が出力するＰＵＣＣＨリソースの番号の範囲
である。
【０１３４】
　図１２において、符号１２０８は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信している、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を
ＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いる可能性の
あるＰＵＣＣＨリソースを示す。つまり、符号１２０８は、図１２において数式（３）が
出力するＰＵＣＣＨリソースの番号の範囲である。
【０１３５】
　図１２において、符号１２１０は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信している、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を
ｅＰＤＣＣＨセット１のｅＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋの送信に用いる可能性のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。
【０１３６】
　図１２において、符号１２１２は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信している、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を
ｅＰＤＣＣＨセット２のｅＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋの送信に用いる可能性のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。つまり、符号１２１０と符号
１２１２とは、図１２において数式（７）が出力するＰＵＣＣＨリソースの番号の範囲で
ある。
【０１３７】
　結果として、図１２において、仮想セルアイデンティティの値を受信していない移動局
装置１はｍが０または１に対応するＰＵＣＣＨリソースでＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信し、仮
想セルアイデンティティの値を受信している移動局装置１はｍが１または２に対応するＰ
ＵＣＣＨリソースでＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する。つまり、仮想セルアイデンティティの
値を受信していない移動局装置１と仮想セルアイデンティティの値を受信している移動局
装置１とのそれぞれは、異なる物理リソースブロックでＰＵＣＣＨを送信するため、互い
のＰＵＣＣＨの信号が干渉となることを避けることができる。また、ＣＣＥおよびＰＤＣ
ＣＨセットｉに対するｅＣＣＥの同じインデックスが、異なるインデックスのＰＵＣＣＨ
リソースに対応するため、ＰＵＣＣＨリソースの衝突を避けることができる。
【０１３８】
　以下、第１の実施形態の移動局装置１と基地局装置３の動作についてフロー図を用いて
説明する。
【０１３９】
　図１３は、第１の実施形態の移動局装置１の動作について説明するフロー図である。移
動局装置１は、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれを構成する物理リソースブロックを示す
情報、仮想セルアイデンティティの値を示す情報、N(1)PUCCH（第１の値）を示す情報、N
(1)

PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報、および、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれに対
応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報を受信する（ステップＳ１３００）。尚、
ステップＳ１３００において、移動局装置１は、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれを構成
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する物理リソースブロックを示す情報、仮想セルアイデンティティの値を示す情報、N(1)

PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報、および、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれに対応す
るN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報の一部、または、全部を受信しなくてもよい。
【０１４０】
　尚、ＰＤＣＣＨセットｉに対応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報は、ｅＰＤ
ＣＣＨセットｉを構成する物理リソースブロックを示す情報と共に送信および受信される
。また、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報は、仮想セルアイデンティティの値を示
す情報と共に送信および受信される。
【０１４１】
　以降、仮想セルアイデンティティの値およびN(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を受信してい
ない移動局装置１を、単にN(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を受信していない移動局装置１、
または、仮想セルアイデンティティの値を受信していない移動局装置１とも称する。以降
、仮想セルアイデンティティの値およびN(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を送信していない基
地局装置３を、単にN(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を送信していない基地局装置３、または
、仮想セルアイデンティティの値を送信していない基地局装置３とも称する。
【０１４２】
　また、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を仮想セルアイデンティティの値を示す
情報と共に送信および受信することを、単に、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を
送信および受信する、または、仮想セルアイデンティティの値を示す情報を送信および受
信する、と表現する。
【０１４３】
　移動局装置１は、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報をＰ
ＤＣＣＨ、および、ｅＰＤＣＣＨで受信する（ステップＳ１３０２）。移動局装置１は、
当該下りリンク制御情報に基づいて、当該下りリンク制御情報を受信したサブフレームの
ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを受信する（ステップＳ１３０４）。移動局装置１
は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を受信しているかどうか、および、ＰＤＣＣ
ＨとｅＰＤＣＣＨのどちらで下りリンク制御情報を受信したかを判断する（ステップＳ１
３０６）。
【０１４４】
　移動局装置１は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を受信していない、そして、
ＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を受信した場合に、少なくともN(1)PUCCH（第１の値）
に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１３０８）。
【０１４５】
　移動局装置１は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を受信している、そして、Ｐ
ＤＣＣＨで下りリンク制御情報を受信した場合に、少なくともN(1)PUCCH_CoMP（第２の値
）に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１３１０）。
【０１４６】
　移動局装置１は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を受信していない、そして、
ｅＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を受信した場合に、少なくともN(1)PUCCH（第１の値
）とｅＰＤＣＣＨを受信したｅＰＤＣＣＨセットｉに対応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値
）とに基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１３１２）。
【０１４７】
　移動局装置１は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を受信している、
そして、ｅＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を受信した場合に、少なくともN(1)PUCCH_Co
MP（第２の値）とｅＰＤＣＣＨを受信したｅＰＤＣＣＨセットｉに対応するN(1)ePDCCH(i
)（第３の値）とに基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１３１４）。
【０１４８】
　移動局装置１は、決定したＰＵＣＣＨリソースで、トランスポートブロックに対するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫを送信する（ステップＳ１３１６）。
【０１４９】



(24) JP 6179009 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

　図１４は、第１の実施形態の基地局装置３の動作について説明するフロー図である。基
地局装置３は、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれを構成する物理リソースブロックを示す
情報、仮想セルアイデンティティの値を示す情報、N(1)PUCCH（第１の値）を示す情報、N
(1)

PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報、および、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれに対
応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報を移動局装置１に送信する（ステップＳ１
４００）。尚、ステップＳ１４００において、基地局装置３は、ｅＰＤＣＣＨセットｉの
それぞれを構成する物理リソースブロックを示す情報、仮想セルアイデンティティの値を
示す情報、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報、および、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそ
れぞれに対応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報の一部、または、全部を移動局
装置１に送信しなくてもよい。
【０１５０】
　基地局装置３は、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報をＰ
ＤＣＣＨ、および、ｅＰＤＣＣＨで移動局装置１に送信する（ステップＳ１４０２）。基
地局装置３は、当該下りリンク制御情報を送信したサブフレームのＰＤＳＣＨでトランス
ポートブロックを移動局装置１に送信する（ステップＳ１４０４）。基地局装置３は、N(
1)
PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信しているかどうか、および、ＰＤ

ＣＣＨとｅＰＤＣＣＨのどちらで下りリンク制御情報を送信したかを判断する（ステップ
Ｓ１４０６）。
【０１５１】
　基地局装置３は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信していない
、そして、ＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を送信した場合に、少なくともN(1)PUCCH（
第１の値）に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１４０８）。
【０１５２】
　基地局装置３は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信している、
そして、ＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を送信した場合に、少なくともN(1)PUCCH_CoMP
（第２の値）に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１４１０）。
【０１５３】
　基地局装置３は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信していない
、そして、ｅＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を送信した場合に、少なくともN(1)PUCCH
（第１の値）とｅＰＤＣＣＨを送信したｅＰＤＣＣＨセットｉに対応するN(1)ePDCCH(i)
（第３の値）とに基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１４１２）。
【０１５４】
　基地局装置３は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信している、
そして、ｅＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を送信した場合に、少なくともN(1)PUCCH_Co
MP（第２の値）とｅＰＤＣＣＨを受信したｅＰＤＣＣＨセットｉに対応するN(1)ePDCCH(i
)（第３の値）とに基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１４１４）。
【０１５５】
　基地局装置３は、決定したＰＵＣＣＨリソースで、トランスポートブロックに対するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫを受信する（ステップＳ１４１６）。
【０１５６】
　以下、第１の実施形態の装置構成について説明する。
【０１５７】
　図１５は、本実施形態の移動局装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、移動局装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０
７と送受信アンテナ１０９を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線リソ
ース制御部１０１１、ＰＵＣＣＨリソース決定部１０１３と設定部１０１５を含んで構成
される。また、受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０５
５、無線受信部１０５７、チャネル測定部１０５９と検出部１０６１とを含んで構成され
る。また、送信部１０７は、符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線
送信部１０７７と上りリンク参照信号生成部１０７９とを含んで構成される。
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【０１５８】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランス
ポートブロック）を、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アク
セス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet D
ata Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層
、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。また、無線リ
ソース制御部１０１１は、上りリンクの各チャネルに配置される情報を生成し、送信部１
０７に出力する。
【０１５９】
　上位層処理部１０１が備えるＰＵＣＣＨリソース決定部１０１３は、上りリンク制御情
報を送信するために用いられるＰＵＣＣＨリソースを決定する。
【０１６０】
　上位層処理部１０１が備える設定部１０１５は、自装置の各種設定情報の管理をする。
例えば、設定部１０１５は、基地局装置３から受信したシグナリングに応じて、各種設定
を行なう。
【０１６１】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【０１６２】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１０
９を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１０１に出力する。
【０１６３】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９を介して受信した下りリンクの信号を、
中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去し、
信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分およ
び直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変
換する。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guar
d Interval: GI）に相当する部分を除去し、ガードインターバルを除去した信号に対して
高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出す
る。
【０１６４】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号をＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ｅＰＤＣＣＨ、ＰＤ
ＳＣＨ、および下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。また、多重分離部１０５５は
、チャネル測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ
、ｅＰＤＣＣＨ、およびＰＤＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部１０５５
は、分離した下りリンク参照信号をチャネル測定部１０５９に出力する。
【０１６５】
　復調部１０５３は、ＰＨＩＣＨに対して対応する符号を乗算して合成し、合成した信号
に対してＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調方式の復調を行ない、復号化部１
０５１へ出力する。復号化部１０５１は、自装置宛てのＰＨＩＣＨを復号し、復号したＨ
ＡＲＱインディケータを上位層処理部１０１に出力する。
【０１６６】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ等の下りリンクグラ
ントで通知された変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化部１０
５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化率に関する情報に基づいて復号を行い、
復号した下りリンクデータ（トランスポートブロック）を上位層処理部１０１へ出力する
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【０１６７】
　チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号か
ら下りリンクのパスロスやチャネルの状態を測定し、測定したパスロスやチャネルの状態
を上位層処理部１０１へ出力する。また、チャネル測定部１０５９は、下りリンク参照信
号から下りリンクの伝搬路の推定値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。
【０１６８】
　検出部１０６１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報の検
出を行い、そして、検出した下りリンク制御情報を上位層処理部１０１に出力する。検出
部１０６１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復
調および復号を行なう。検出部１０６１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨのブ
ラインドデコーディングを試み、ブラインドデコーディングに成功した場合、下りリンク
制御情報を上位層処理部１０１に出力する。
【０１６９】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ
ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ１０９を介して基地局装置３に送信する。
【０１７０】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報を畳込み
符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。また、符号化部１０７１は、ＰＵＳＣＨのス
ケジューリングに用いられる情報に基づきターボ符号化を行なう。
【０１７１】
　変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。変調部１０７３は、ＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングに用いられる情報に基づき、空間多重されるデータの系列の数を決定し、ＭＩＭ
Ｏ　ＳＭ（Multiple Input Multiple Output Spatial Multiplexing）を用いることによ
り同一のＰＵＳＣＨで送信される複数の上りリンクデータを、複数の系列にマッピングし
、この系列に対してプレコーディング（precoding）を行なう。変調部１０７３は、サイ
クリックシフト、および／または、直交系列を用いてＰＵＣＣＨを拡散する。
【０１７２】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理レイヤセル
アイデンティティ（physical layer cell identity: PCI）または仮想セルアイデンティ
ティなどを基に、参照信号の系列を生成する。
【０１７３】
　多重部１０７５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform: DFT
）する。また、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク
参照信号を送信アンテナポート毎に多重する。つまり、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨと
ＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎にリソースエレ
メントに配置する。
【０１７４】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調された
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号
を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中
間周波数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分
を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）
し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１０９に出力して送信する
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【０１７５】
　図１６は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信部３０
７、および、送受信アンテナ３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部３０１は
、無線リソース制御部３０１１、スケジューリング部３０１３とＰＵＣＣＨリソース決定
部３０１５とを含んで構成される。また、受信部３０５は、復号化部３０５１、復調部３
０５３、多重分離部３０５５、無線受信部３０５７とチャネル測定部３０５９を含んで構
成される。また、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部３０７３、多重部３０７５
、無線送信部３０７７と下りリンク参照信号生成部３０７９を含んで構成される。
【０１７６】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信部３０７の
制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。
【０１７７】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
に配置される下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーショ
ンブロック、ＲＲＣシグナル、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上
位ノードから取得し、送信部３０７に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、
移動局装置１各々の各種設定情報の管理をする。
【０１７８】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１３は、チャネル測定部３０５９
から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などから、物理チャネル（ＰＤＳＣＨお
よびＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレーム、物理チャネル（ＰＤＳＣＨお
よびＰＵＳＣＨ）の符号化率および変調方式および送信電力などを決定する。スケジュー
リング部３０１３は、スケジューリング結果に基づき、受信部３０５、および送信部３０
７の制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。また、スケジュー
リング部３０１３は、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）のスケジューリング
結果を制御情報生成部３０１５へ出力する。
【０１７９】
　上位層処理部３０１が備えるＰＵＣＣＨリソース決定部３０１５は、上りリンク制御情
報の受信のために用いられるＰＵＣＣＨリソースを決定する。
【０１８０】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行なう。
【０１８１】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ３０
９を介して移動局装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上
位層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ３０９を介して受
信された上りリンクの信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）
、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し
、受信された信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたア
ナログ信号をディジタル信号に変換する。
【０１８２】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guard Inte
rval: GI）に相当する部分を除去する。無線受信部３０５７は、ガードインターバルを除
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去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数
領域の信号を抽出し多重分離部３０５５に出力する。
【０１８３】
　多重分離部３０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。尚、この分離は、予め基地局装置３が
無線リソース制御部３０１１で決定し、各移動局装置１に通知した上りリンクグラントに
含まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。また、多重分離部３０５５
は、チャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣ
Ｈの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号
をチャネル測定部３０５９に出力する。
【０１８４】
　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ等の予め定められた、または自装置が移動局装置１各々に上りリンクグラントで予
め通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。復調部３０５３は、移動局装置１
各々に上りリンクグラントで予め通知した空間多重される系列の数と、この系列に対して
行なうプリコーディングを指示する情報に基づいて、ＭＩＭＯ　ＳＭを用いることにより
同一のＰＵＳＣＨで送信された複数の上りリンクデータの変調シンボルを分離する。
【０１８５】
　復号化部３０５１は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は自装置が移動局装置１に上りリンクグラント
で予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと、上りリンク制御
情報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号化部３０５１
は、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと
、復調された符号化ビットを用いて復号を行なう。チャネル測定部３０５９は、多重分離
部３０５５から入力された上りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質など
を測定し、多重分離部３０５５および上位層処理部３０１に出力する。
【０１８６】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、下りリンクデータを符号化、および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ｅＰＤＣＣ
Ｈ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ３０９を介して
移動局装置１に信号を送信する。
【０１８７】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳込み符号化、ターボ
符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制御
部３０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部３０７３は、符号化部
３０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等
の予め定められた、または無線リソース制御部３０１１が決定した変調方式で変調する。
【０１８８】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（ＰＣＩ）などを基に予め定められた規則で求まる、移動局装置１が既知の系列を下りリ
ンク参照信号として生成する。多重部３０７５は、変調された各チャネルの変調シンボル
と生成された下りリンク参照信号を多重する。つまり、多重部３０７５は、変調された各
チャネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照信号をリソースエレメントに配置す
る。
【０１８９】
　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
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Fast Fourier Transform: IFFT）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＯＦＤＭ変調された
ＯＦＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成
し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波
数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去
し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）し、余
分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ３０９に出力して送信する。
【０１９０】
　以下、第１の実施形態の移動局装置１を構成する受信部１０５、検出部１０６１、ＰＵ
ＣＣＨリソース決定部１０１３、設定部１０１５、送信部１０７、および、上りリンク参
照信号生成部１０７９の詳細な動作について説明する。
【０１９１】
　設定部１０１５は、基地局装置から受信したシグナリングに基づいて、ＰＵＣＣＨに対
する仮想セルアイデンティティの値、第１の値、第２の値、および第３の値を設定する。
検出部１０６１は、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに
用いられる下りリンク制御情報を検出する。受信部１０５は、前記ＰＤＳＣＨでトランス
ポートブロックを受信する。
【０１９２】
　ＰＵＣＣＨリソース決定部１０１３は、検出部１０６１が前記下りリンク制御情報を前
記ＰＤＣＣＨで検出した場合、前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値が
前記設定部１０１５によって設定されているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値
のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソ
ースを決定する。
【０１９３】
　また、ＰＵＣＣＨリソース決定部１０１３は、前記検出部１０６１が前記下りリンク制
御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで検出した場合、前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンテ
ィティの値が前記設定部１０１５によって設定されているか否かに応じて、前記第１の値
と前記第２の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値と前記第３の値
とに基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する。送信部１０７は、前記トランスポート
ブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで送信する。
【０１９４】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティ
ティの値を受信している場合は、前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値
に基づいて、前記ＰＵＣＣＨと時間多重されるＤＭＲＳ（参照信号）を生成する。また、
上りリンク参照信号生成部１０７９は、前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティテ
ィの値を受信していない場合は、物理レイヤセルアイデンティティに基づいて、ＤＭＲＳ
(前記参照信号）を生成する。前記送信部１０７は、前記参照信号を送信する。
【０１９５】
　以下、第１の実施形態の基地局装置３を構成する受信部３０５、ＰＵＣＣＨリソース決
定部３０１５、および、送信部３０７の詳細な動作について説明する。
【０１９６】
　送信部３０７は、ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値、第１の値、第２
の値、および第３の値を示す情報を送信し、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣ
Ｈのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を送信し、そして、前記ＰＤＳＣ
Ｈでトランスポートブロックを送信する。
【０１９７】
　ＰＵＣＣＨリソース決定部３０１５は、前記送信部３０７が前記下りリンク制御情報を
前記ＰＤＣＣＨで送信した場合、前記送信部３０７が前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルア
イデンティティの値を示す情報を送信しているか否かに応じて、前記第１の値と前記第２
の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいて前記ＰＵＣＣＨ
リソースを決定する。
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【０１９８】
　ＰＵＣＣＨリソース決定部３０１５は、前記送信部３０７が前記下りリンク制御情報を
前記ｅＰＤＣＣＨで送信した場合、前記送信部３０７が前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セル
アイデンティティの値を示す情報を送信しているか否かに応じて、前記第１の値と前記第
２の値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値と前記第３の値とに基づ
いて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する。受信部３０５は、前記トランスポートブロック
に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで受信する。
【０１９９】
　また、前記受信部３０５は、前記送信部３０７が前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイ
デンティティの値を送信している場合は、移動局装置１が前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セ
ルアイデンティティの値に基づいて生成するＤＭＲＳ（参照信号）を移動局装置１から受
信し、そして、ＤＭＲＳ（前記参照信号）に基づいて前記ＰＵＣＣＨの復調処理を行う。
【０２００】
　また、前記受信部３０５は、前記送信部３０７が前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイ
デンティティの値を送信していない場合は、移動局装置１が物理レイヤセルアイデンティ
ティの値に基づいて生成するＤＭＲＳ（参照信号）を移動局装置１から受信し、そして、
ＤＭＲＳ（前記参照信号）に基づいて前記ＰＵＣＣＨの復調処理を行う。
【０２０１】
　これにより、移動局装置１は、ＰＤＳＣＨで送信されたトランスポートブロックに対す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＰＵＣＣＨを用いて効率的に送信することができる。また、基地
局装置３は、ＰＤＳＣＨで送信されたトランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ
を、ＰＵＣＣＨを用いて効率的に受信することができる。
【０２０２】
　以下、本発明の第２の実施形態について説明する。
【０２０３】
　第２の実施形態の移動局装置１および基地局装置３は、数式（５）と（７）との代わり
に数式（９）を用いてアンテナポートP0に対するＰＵＣＣＨリソースを決定し、そして、
数式（６）と（８）との代わりに数式（１０）を用いてアンテナポートP1に対するＰＵＣ
ＣＨリソースを決定する。
【０２０４】
【数９】

【０２０５】
【数１０】

【０２０６】
　つまり、第２の実施形態の移動局装置１および基地局装置３は、数式（１）から（４）
、および、（９）と（１０）を用いてＰＵＣＣＨリソースを決定する。数式（５）から（
８）ではN(1)PUCCH（第１の値）またはN(1)PUCCH_CoMP（第２の値）が用いられるが、数
式（９）と（１０）とではN(1)PUCCH（第１の値）またはN(1)PUCCH_CoMP（第２の値）は
用いられない。これにより、移動局装置１および基地局装置の構成を簡略化することがで
きる。
【０２０７】
　図１７は、第２の実施形態のアンテナポートp0に対するＰＵＣＣＨリソースとＣＣＥ／
ｅＣＣＥとの対応を示す図である。図１７において、ｍはＰＵＣＣＨリソースの物理リソ
ースブロックを識別するための番号である。図１７において、符号１２００はＰＵＣＣＨ
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リソースの番号を示す。
【０２０８】
　図１７において、基地局装置３は、３５までのＣＣＥとｅＰＤＣＣＨセット１に対する
１６までのｅＣＣＥとｅＰＤＣＣＨセット２に対する８までのｅＣＣＥを送信できること
を想定する。図１７において、N(1)PUCCH（第１の値）は０であり、N(1)PUCCH_CoMP（第
２の値）は７２である。
【０２０９】
　図１７において、基地局装置３は、移動局装置１に仮想セルアイデンティティの値を示
す情報を送信しているか否かに応じて、ｅＰＤＣＣＨセット１に対応するN(1)ePDCCH(1)
（第３の値）とｅＰＤＣＣＨセット２に対応するN(1)ePDCCH(2)（第３の値）の値を決定
する。図１７において、基地局装置３は、仮想セルアイデンティティの値を示す情報を送
信していない移動局装置１に対して、ｅＰＤＣＣＨセット１に対応するN(1)ePDCCH(1)（
第３の値）を３４と決定し、ｅＰＤＣＣＨセット２に対応するN(1)ePDCCH(2)（第３の値
）の値を５０と決定する。また、図１７において、基地局装置３は、仮想セルアイデンテ
ィティの値を示す情報を送信している移動局装置１に対して、ｅＰＤＣＣＨセット１に対
応するN(1)ePDCCH(1)（第３の値）を１０６と決定し、ｅＰＤＣＣＨセット２に対応するN
(1)

ePDCCH(2)（第３の値）の値を１２２と決定する。
【０２１０】
　図１７において、符号１２０２は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信していない、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報
をＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いる可能性
のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。つまり、符号１２０２は、図１７において数式（１）
が出力するＰＵＣＣＨリソースの番号の範囲である。
【０２１１】
　図１７において、符号１２０８は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信している、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を
ＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いる可能性の
あるＰＵＣＣＨリソースを示す。つまり、符号１２０８は、図１７において数式（３）が
出力するＰＵＣＣＨリソースの番号の範囲である。
【０２１２】
　図１７において、符号１２０４は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信していない、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報
をｅＰＤＣＣＨセット１のｅＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫの送信に用いる可能性のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。
【０２１３】
　図１７において、符号１２０６は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信していない、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報
をｅＰＤＣＣＨセット２のｅＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫの送信に用いる可能性のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。
【０２１４】
　図１７において、符号１２１０は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信している、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を
ｅＰＤＣＣＨセット１のｅＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋの送信に用いる可能性のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。
【０２１５】
　図１７において、符号１２１２は、移動局装置１が仮想セルアイデンティティの値を受
信している、そして、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を
ｅＰＤＣＣＨセット２のｅＰＤＣＣＨで受信した場合に、移動局装置１がＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋの送信に用いる可能性のあるＰＵＣＣＨリソースを示す。つまり、符号１２０４、符号
１２０６、符号１２１０、および、符号１２１２は、図１７において数式（９）が出力す
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るＰＵＣＣＨリソースの番号の範囲である。
【０２１６】
　結果として、図１７において、仮想セルアイデンティティの値を受信していない移動局
装置１はｍが０または１に対応するＰＵＣＣＨリソースでＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信し、仮
想セルアイデンティティの値を受信している移動局装置１はｍが１または２に対応するＰ
ＵＣＣＨリソースでＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する。つまり、仮想セルアイデンティティの
値を受信していない移動局装置１と仮想セルアイデンティティの値を受信している移動局
装置１とのそれぞれは、異なる物理リソースブロックでＰＵＣＣＨを送信するため、互い
のＰＵＣＣＨの信号が干渉となることを避けることができる。また、ＣＣＥおよびＰＤＣ
ＣＨセットｉに対するｅＣＣＥの同じインデックスが、異なるインデックスのＰＵＣＣＨ
リソースに対応するため、ＰＵＣＣＨリソースの衝突を避けることができる。
【０２１７】
　このように、第２の実施形態でも、第１の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【０２１８】
　以下、第２の実施形態の移動局装置１と基地局装置３の動作についてフロー図を用いて
説明する。
【０２１９】
　図１８は、第２の実施形態の移動局装置１の動作について説明するフロー図である。移
動局装置１は、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれを構成する物理リソースブロックを示す
情報、仮想セルアイデンティティの値を示す情報、N(1)PUCCH（第１の値）を示す情報、N
(1)

PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報、および、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれに対
応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報を受信する（ステップＳ１８００）。尚、
ステップＳ１８００において、移動局装置１は、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれを構成
する物理リソースブロックを示す情報、仮想セルアイデンティティの値を示す情報、N(1)

PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報、および、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれに対応す
るN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報の一部、または、全部を受信しなくてもよい。
【０２２０】
　尚、ＰＤＣＣＨセットｉに対応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報は、ｅＰＤ
ＣＣＨセットｉを構成する物理リソースブロックを示す情報と共に送信および受信される
。また、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報は、仮想セルアイデンティティの値を示
す情報と共に送信および受信される。
【０２２１】
　移動局装置１は、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報をＰ
ＤＣＣＨ、および、ｅＰＤＣＣＨで受信する（ステップＳ１８０２）。移動局装置１は、
当該下りリンク制御情報に基づいて、当該下りリンク制御情報を受信したサブフレームの
ＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを受信する（ステップＳ１８０４）。移動局装置１
は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を受信しているかどうか、および、ＰＤＣＣ
ＨとｅＰＤＣＣＨのどちらで下りリンク制御情報を受信したかを判断する（ステップＳ１
８０６）。
【０２２２】
　移動局装置１は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を受信していない、そして、
ＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を受信した場合に、少なくともN(1)PUCCH（第１の値）
に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１８０８）。
【０２２３】
　移動局装置１は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を受信している、そして、Ｐ
ＤＣＣＨで下りリンク制御情報を受信した場合に、少なくともN(1)PUCCH_CoMP（第２の値
）に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１８１０）。
【０２２４】
　移動局装置１は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を受信しているか
どうかにかかわらず、ｅＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を受信した場合に、少なくとも
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N(1)ePDCCH(i)（第３の値）に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１８
１２）。
【０２２５】
　移動局装置１は、決定したＰＵＣＣＨリソースで、トランスポートブロックに対するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫを送信する（ステップＳ１３１４）。
【０２２６】
　図１９は、第２の実施形態の基地局装置３の動作について説明するフロー図である。基
地局装置３は、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれを構成する物理リソースブロックを示す
情報、仮想セルアイデンティティの値を示す情報、N(1)PUCCH（第１の値）を示す情報、N
(1)

PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報、および、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそれぞれに対
応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報を移動局装置１に送信する（ステップＳ１
９００）。尚、ステップＳ１９００において、基地局装置３は、ｅＰＤＣＣＨセットｉの
それぞれを構成する物理リソースブロックを示す情報、仮想セルアイデンティティの値を
示す情報、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報、および、ｅＰＤＣＣＨセットｉのそ
れぞれに対応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）を示す情報の一部、または、全部を移動局
装置１に送信しなくてもよい。
【０２２７】
　基地局装置３は、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報をＰ
ＤＣＣＨ、および、ｅＰＤＣＣＨで移動局装置１に送信する（ステップＳ１９０２）。基
地局装置３は、当該下りリンク制御情報を送信したサブフレームのＰＤＳＣＨでトランス
ポートブロックを移動局装置１に送信する（ステップＳ１９０４）。基地局装置３は、N(
1)
PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信しているかどうか、および、ＰＤ

ＣＣＨとｅＰＤＣＣＨのどちらで下りリンク制御情報を送信したかを判断する（ステップ
Ｓ１９０６）。
【０２２８】
　基地局装置３は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信していない
、そして、ＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を送信した場合に、少なくともN(1)PUCCH（
第１の値）に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１９０８）。
【０２２９】
　基地局装置３は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信している、
そして、ＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を送信した場合に、少なくともN(1)PUCCH_CoMP
（第２の値）に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１９１０）。
【０２３０】
　基地局装置３は、N(1)PUCCH_CoMP（第２の値）を示す情報を示す情報を送信しているか
どうかにかかわらず、ｅＰＤＣＣＨで下りリンク制御情報を送信した場合に、ｅＰＤＣＣ
Ｈを送信したｅＰＤＣＣＨセットｉに対応するN(1)ePDCCH(i)（第３の値）に基づいてＰ
ＵＣＣＨリソースを決定する（ステップＳ１９１２）。
【０２３１】
　基地局装置３は、決定したＰＵＣＣＨリソースで、トランスポートブロックに対するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫを受信する（ステップＳ１９１２）。
【０２３２】
　以下、第２の実施形態の装置構成について説明する。
【０２３３】
　第２の実施形態の移動局装置１と基地局装置３との構成は、第１の実施形態の図１５お
よび図１６と同じであるため、新たに図示しない。
【０２３４】
　第２の実施形態の移動局装置１および基地局装置３の機能および機能ブロックのうち、
第２の実施形態で説明しないものは、第１の実施形態の移動局装置１および基地局装置３
の機能および機能ブロックと同じである。
【０２３５】
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　以下、第２の実施形態の移動局装置１を構成する受信部１０５、検出部１０６１、ＰＵ
ＣＣＨリソース決定部１０１３、設定部１０１５、および、送信部１０７の詳細な動作に
ついて説明する。
【０２３６】
　設定部１０１５は、基地局装置から受信したシグナリングに基づいて、ＰＵＣＣＨに対
する仮想セルアイデンティティの値、第１の値、第２の値、および第３の値を設定する。
検出部１０６１は、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに
用いられる下りリンク制御情報を検出する。受信部１０５は、前記ＰＤＳＣＨでトランス
ポートブロックを受信する。
【０２３７】
　ＰＵＣＣＨリソース決定部１０１３は、検出部１０６１が前記下りリンク制御情報を前
記ＰＤＣＣＨで検出した場合、前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値が
前記設定部１０１５によって設定されているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の値
のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソ
ースを決定する。また、ＰＵＣＣＨリソース決定部１０１３は、前記検出部１０６１が前
記下りリンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで検出した場合、前記ＰＵＣＣＨに対する仮想
セルアイデンティティの値が前記設定部１０１５によって設定されているか否かにかかわ
らず、少なくとも前記第３の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する。送信部１
０７は、前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソー
スで送信する。
【０２３８】
　以下、第２の実施形態の基地局装置３を構成する受信部３０５、ＰＵＣＣＨリソース決
定部３０１５、および、送信部３０７の詳細な動作について説明する。
【０２３９】
　送信部３０７は、ＰＵＣＣＨに対する仮想セルアイデンティティの値、第１の値、第２
の値、および第３の値を示す情報を送信し、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨで、ＰＤＳＣ
Ｈのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報を送信し、そして、前記ＰＤＳＣ
Ｈでトランスポートブロックを送信する。
【０２４０】
　ＰＵＣＣＨリソース決定部３０１５は、前記送信部３０７が前記下りリンク制御情報を
前記ＰＤＣＣＨで送信した場合、前記送信部３０７が前記ＰＵＣＣＨに対する仮想セルア
イデンティティの値を示す情報を送信しているか否かに応じて前記第１の値と前記第２の
値のいずれかを選択し、そして、少なくとも当該選択した値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリ
ソースを決定する。ＰＵＣＣＨリソース決定部３０１５は、前記送信部３０７が前記下り
リンク制御情報を前記ｅＰＤＣＣＨで送信した場合、前記送信部３０７が前記ＰＵＣＣＨ
に対する仮想セルアイデンティティの値を示す情報を送信しているか否かにかかわらず、
少なくとも前記第３の値に基づいて前記ＰＵＣＣＨリソースを決定する。受信部３０５は
、前記トランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨリソースで受
信する。
【０２４１】
　これにより、移動局装置１は、ＰＤＳＣＨで送信されたトランスポートブロックに対す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＰＵＣＣＨを用いて効率的に送信することができる。また、基地
局装置３は、ＰＤＳＣＨで送信されたトランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ
を、ＰＵＣＣＨを用いて効率的に受信することができる。
【０２４２】
　なお、上述した実施形態では、移動局装置１と基地局装置３とが、数式（５）から数式
（１０）に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定するが、本願発明は、これに限定されるも
のではない。移動局装置１と基地局装置３とは、ＰＵＣＣＨリソースを決定するために、
少なくともｅＣＣＥのインデックスと第３の値とによって定義される他の式を用いてもよ
い。例えば、数式（５）から数式（１０）の各々の右辺に、さらに他のパラメータ（オフ
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セット値）を加算（あるいは減算）するような式を用いることもできる。
【０２４３】
　ここで、他のパラメータとしては、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリ
ンク制御情報（ＤＣＩフォーマット）に含まれる所定の情報ビットによって指定されるオ
フセット値、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる下りリンク制御情報が配置され
るｅＰＤＣＣＨの送信に用いられるアンテナポートの番号に基づいて算出される値、ユー
ザに振られた番号（ＲＮＴＩ：Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄ
ｅｎｔｉｆｉｅｒ、Ｃ－ＲＮＴＩ：Ｃｅｌｌ－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏ
ｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）に基づいて算出される値、あるいはＰＤＳＣＨのスケ
ジューリングに用いられる下りリンク制御情報が配置されるｅＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるアンテナポートの番号およびユーザに振られた番号に基づいて算出される値など、お
よびこれらの組み合わせを用いることができる。
【０２４４】
　本発明に関わる基地局装置３、および移動局装置１で動作するプログラムは、本発明に
関わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を
制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、
これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory
）に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨ
ＤＤ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書
き込みが行われる。
【０２４５】
　尚、上述した実施形態における移動局装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで
実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコン
ピュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムを
コンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０２４６】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、移動局装置１、又は基地局装置３に内
蔵されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものと
する。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光
磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵される
ハードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０２４７】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０２４８】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる移動局装置１は、集合体と
しての基地局装置と通信することも可能である。
【０２４９】
　また、上述した実施形態における移動局装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型
的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよ
い。移動局装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部
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、又は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専
用回路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに
代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能
である。
【０２５０】
　また、上述した実施形態では、端末装置もしくは通信装置の一例として移動局装置を記
載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型
、または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空
調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置に
も適用出来る。
【０２５１】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０２５２】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　移動局装置
３　基地局装置
１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
１０９　送受信アンテナ
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　ＰＵＣＣＨリソース決定部
１０１５　設定部
１０５１　復号化部
１０５３　復調部
１０５５　多重分離部
１０５７　無線受信部
１０５９　チャネル測定部
１０６１　検出部
１０７１　符号化部
１０７３　変調部
１０７５　多重部
１０７７　無線送信部
１０７９　上りリンク参照信号生成部
３０１　上位層処理部
３０３　制御部
３０５　受信部
３０７　送信部
３０９　送受信アンテナ
３０１１　無線リソース制御部
３０１３　スケジューリング部
３０１５　ＰＵＣＣＨリソース決定部
３０５１　復号化部
３０５３　復調部
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３０５５　多重分離部
３０５７　無線受信部
３０５９　チャネル測定部
３０７１　符号化部
３０７３　変調部
３０７５　多重部
３０７７　無線送信部
３０７９　下りリンク参照信号生成部

【図１】 【図２】
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【図１５】 【図１６】
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